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２０１３年７月２４日 

報道関係各位 

大阪市西区立売堀２丁目３番１６号 

 

 （証券コード：８０５１） 
 

小さなエコを、大きなエコに －Green Ball Project 2013－ 

省エネ機器の普及とＪ-クレジット制度の活用で 
カーボンフリー企業２００社を創出します 

第三者機関「GREEN BALL PROJECT COMMITTEE」によるオフセット認証制度を開始 
 

株式会社山善（代表者：吉居亨／本社：大阪市／以下、「当社」）では、２００８年度

より環境機器の普及促進のためのビジネス・スキーム、「Ｇｒｅｅｎ Ｂａｌｌ ｐｒｏｊｅｃｔ（グリ

ーンボールプロジェクト）／以下、ＧＢＰ」を行っておりますが、政府による事実上の京

都議定書離脱を受けて、今後、国内における地球温暖化対策に合わせた、Ｊ-クレジ

ット（※注１）の創出と活用による新しい形のＣＯ２削減スキーム[新ＧＢＰ]を開始します。 

ＧＢＰは、地球温暖化防止（ＣＯ２削減）に効果のある省エネ機器や環境改善・貢献機器（以下、「エコ機

器」）の販売・普及に取り組む当社環境関連ビジネスの総称で、エコ機器の販売（商売）だけにとどまらず、

その普及によって生じるＣＯ２排出削減効果量を「見える化」して、国や企業の温室効果ガス削減に具体

的に貢献する、ビジネスと社会的責任の両立を目指す独自のスキームです。当スキームを通じ、今年度

４万トンのＣＯ２削減効果の創出と、参加企業２００社のカーボンフリー化の実現を目指します。 

※ 注１：温室効果ガスの排出量削減を国が認証する「Ｊ-クレジット制度(http://japancredit.go.jp/)」に基

づき創出されるクレジット。 
 

（１）  ＧＢＰこれまでの経緯と社会的背景の変化 

• 当社では、温暖化防止（ＣＯ２削減）に効果の高い各種エコ機器類の販売プロモーションの一環

として、２００５年（平成１７年）度より「ＣＯ２-１万トン削減大作戦」と銘打ったキャンペーンを開始

しました。当時では未だ認知の低かったＣＤＭ（※注２）の概念を取り入れて、それまで小さすぎて

見過ごされていた中小企業や個人レベルでのエコ機器購入（ＣＯ２削減効果）を数値化（見える

化）した上で、それに見合う排出枠（ＣＥＲ※注３）を付与するという業界初の取り組みとしてスター

トしました。 

• その後、２００８年度からは対象エコ機器をエコキュートや超省エネ・エアコンなどの家庭用機器

から、工場内で使われるコンプレッサなどの産業用機器まで範囲を拡大した、現在のＧＢＰへと

発展し、参加企業も住宅会社から機械工具販売店まで多岐に広がっております。 

※ 注２：CDM（Clean Development Mechanism）：先進国が開発途上国で実施する温室効果ガス削減プロ

ジェクトにより排出枠(クレジット)が発行される仕組み。 

※ 注３：CER（Certified Emission Reduction）：CDM プロジェクトを通じて国連から発行される排出枠。 
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＜ＧＢＰの経緯＞ 

２００５年７月 ： 家庭用機器を対象とした「ＣＯ２－１万トン削減大作戦」開始。 

初年度６５３社の参加と年間８,０１５ｔ-ＣＯ２の削減効果を創出。 

２００８年７月 ： 私設排出枠交換市場「YAMAZEN CARBON POOL®（※注４）」を組み入れた 

「グリーンボールプロジェクト」をスタート。 

対象エコ機器をエコキュートや超省エネ・エアコンなどの家庭用機器から、工場

内で使われるコンプレッサなどの産業用機器まで範囲を拡大。 

２００９年３月 ： 取得した排出枠（ＣＥＲ）１,１６４ｔ-ＣＯ２を日本国政府に償却移転 

２０１０年３月 ： 取得した排出枠（ＣＥＲ）３,４４５ｔ-ＣＯ２を日本国政府に償却移転 

２０１０年７月  国内クレジット制度（国内排出削減量認証制度）」の活用を開始。 

２０１１年３月 ： 取得した排出枠（ＣＥＲ）３,４３１ｔ-ＣＯ２を日本国政府に償却移転 

２０１２年３月 ： 取得した排出枠（ＣＥＲ）５,０５０ｔ-ＣＯ２を日本国政府に償却移転。 

京都議定書第一約束期間内での累計ＣＯ２削減効果量は１３７,５１６ｔ-ＣＯ２ 
 

• 一方この間、京都議定書の第一約束期間（２００８～２０１２年度）の終了や、エネルギー問題、大

気汚染、異常気象ｅｔｃ.といった環境問題に対する世情の意識も大きく変化し、従来以上に企業

活動や実体的なＣＳＲとしても環境負荷低減が求められるようになってきております。 

• そこで本年度からは、新ＧＢＰとして、国がこれから進めていく「Ｊ-クレジット制度」との連動を図り、

制度に基づく排出枠（Ｊ-クレジット）の“創出スキーム”と、その排出枠をＧＢＰ参加企業に効果的

に付与する（利用価値を高める）“活用スキーム”によって、エコ機器の普及拡大と、それを販売

する企業自身のカーボンフリー化を進めるものといたしました。 

※ 注４：参加企業様が販売いただいた環境優良商品で達成される年間ＣＯ２削減効果量を算定、そのＣＯ２

削減効果量を排出枠へと交換します。交換された各企業様の排出枠は、『YAMAZEN CARBON POOL』

でストックされます。 

（２）  新ＧＢＰの特長 

１．スキームの概要 

• 当社が取り扱うエコ機器について、

主に販売店や住宅会社を通じて、工

場や一般家庭へ販売・設置されるこ

とによって生み出されるＣＯ２削減効

果（＝Ｙ-ＶＥＲ※注５）を“見える化”し、

Ｊ-クレジット等と等価交換して、償却

を促すことによって、エコ機器稼働に

よる１次エネルギーの削減とＪ-クレ

ジット等（排出枠）活用によるダブル

の削減で、商売と環境の両立を目指

すスキームです。 

• 新ＧＢＰでは特に、Ｊ-クレジット（排出

枠）活用促進策として、参加企業に

よるカーボンオフセットやカーボンフ

リーを後押しする認証制度を整備し

ました。 
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２．参加企業（スキーム利用）の特典 

① カーボンフリー化サポートサービス 

• 参加企業様に代わって、参加企業自社のＣＯ２排

出量を算定します。 

• さらに、エコ機器の普及を通じて削減できたＣＯ２

（Ｙ-ＶＥＲ）の量と相当の排出枠（Ｊ-クレジット）を

付与し、企業活動において削減が困難なＣＯ２排

出量をオフセット（埋め合せ）することによって、参加企業様を

カーボンフリー企業へと導きます。 

• また、カーボンフリー（全量埋め合わせ）となった参加企業様に

は、第三者機関「GREEN BALL PROJECT COMMITTEE 

（※注６）」によって、認証マークが付与されます。  
＜カーボンフリー認証マーク＞ 

  

 ② Ｊ-クレジット制度活用サポート 

• 大型空調工事や高効率給湯設備の導入などをお考え

のオーナーや事業主に対して、「Ｊ-クレジット制度（国内

排出削減量認証制度）」を活用し、その削減事業がもた

らすＣＯ２削減効果のクレジット化を実現するため、計画

立案から効果試算、認証申請までをトータルでサポート

します。 

• またプロジェクトの共同実施にも積極的に参画し、認証

されたクレジットを購入して「YAMAZEN CARBON 

POOL」へストック、ＧＢＰのスキームでの活用を図るこ

とで、Ｊ-クレジットの利用価値を高めていきます。 

 

 

 

※ 注５：Y-VER（Yamazen Verified Emission Reduction）：この場合、第三者認証機関により評価され

た算定方法に基づき、当社が独自に認定したクレジット。 

※ 注６：GREEN BALL PROJECT COMMITTEE（グリーンボールプロジェクト委員会）：当プロジェクト内

のカーボンオフセットやカーボンフリー企業の認証を客観的に行う委員会。 

 

以上 

 
 

（お問合せ窓口）  株式会社 山善 担当： 広報・ＩＲ室 

電話 (06)6534-3095 FAX (06)6534-3280 

 E-mail：info07@yamazen.co.jp 

 


